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	第一三共
	第3期

	「思いをつなぐ」
	募集時期

	次世代応援プログラム
	助成事業募集
	2026年５月８日
	　　～７月２日
	第一三共「思いをつなぐ」次世代応援プログラムは、がん領域
	および難病の患者団体・支援団体を対象とする助成プログラムです
	患者さんが病気の治療をしながら、生活の質（QOL）を高めるためには患者団体・支援団体の存在が欠かせません。本プログラムは、患者団体・支援団体の活動を次世代を見据えて支援することで、団体の持続可能性を高め、それにより患者さんお一人おひとりがQOL向上を実現し   希望の光を見出していただくことを目的に、2024年度から開始しました。この度、2026年度（第３期）募集を以下のとおり実施いたします
	対象団体
	・がん領域および難病※の患者団体・患者支援団体 ・法人格を有する団体 ・2026年４月１日時点で３年程度の活動実績を有する団体 ・主たる事業所所在地と事業展開地が日本国内にある団体 ・営利、政治、思想および宗教活動を目的としていないこと ・団体の関係者が反社会的勢力との関係がないこと
	対象事業
	助成金額


	１団体の助成金額上限１００万円 (申請は１団体１申請)

	申請方法
	審査 基準
	１.公益社団法人日本フィランソロピー協会ホームページ内にある以下の事業ページ      にて募集要項を必ずご確認ください　 ２.所定の申請書に必要事項を記載いただき、必要書類を添付のうえ申請フォーム     からご申請ください。申請書は上記 事業ページよりダウンロードしてご利用くだ　 　 さい。お送りいただきました書類一式は返却いたしませんので予めご了承ください ３.団体の役員会、あるいはそれに準ずる機関の承認を得た上で申請してください 　 上部組織・団体等がある場合は当該組織等へご連絡の上、申請してください ４.申請は、１団体につき１申請とし、当該団体の上部組織または上部団体による      同一事業の重複申請はできません
	https://www.philanthropy.or.jp/ds/ds2026
	【整合性】申請事業が本プログラムの趣旨と整合している 【公益性】社会や患者 その家族  支援者の課題やニーズを的確につかんでいる 【実現性】事業の実現性がある（適切な事業計画・予算計画） 【必要性】本助成金の必要性（公的支援等が得にくい活動等） 【継続性】波及効果や新たな展開、一過性に終わらず継続的取組が期待できる
	本プログラムは、団体の持続可能性の創出を重視し、特に表面記載の対象事業のうち、①「団体運営を担う次世代人材の育成・教育に係る事業」を重点的に支援します。また最適な取り組みは団体の特性や課題により異なるため、申請にあたっては、取り組みの背景や目指す姿を明確にしてください。対象事業②、③の場合も、対象事業①につながる効果を生み出す提案を期待します




	2026年8月中旬に事務局より電子メールにて通知します
	結果通知
	※申請後に電子メールアドレスが変更する場合は速やかに事務局までお知らせください ※選考結果に対しての個別のお問合せにはお答えできませんので、ご了承ください

	決定後
	・団体名、所在地、助成事業名、助成金額を公表します ・助成事業終了後１か月以内に以下の活動報告書等をご提出いただきます 　　・活動報告書、収支報告書、領収証/受領証のコピー　       ・助成事業の実施状況を示す写真、資料など　       ・成果物（チラシ、冊子、映像、ウェブサイト等） ・事業実施期間終了後の事業成果報告会へのご出席を予定しております
	個人情報の取り扱い　 公益社団法人日本フィランソロピー協会および第一三共株式会社は、本プログラムの寄付金申請に際して取得した個人情報を適切に管理し、本事業以外の目的には一切使用しません




